
Windows のセットアップ終了後、 Windows の使いかたについては、各システムに付 
属の説明書（『ファーストステップガイド』など）または 『 Windows のヘルプ』をご覧 
<ださい。 

^初期作業び終わった6—オンラインマニュアル 


『まむしておほいいただ<ために』を読む 
各部のち频を確認する 
パソコンを設置する 
バッテリを巧電する 
電源を入れる 

Windows をほえるよラにする 
(セットアップ) 




本書の上記じ(がの内容は、必要に応じてお読みくださし、。 

また、同捆されている他の説明書や、周辺機器に添付されている説明書ち必要に応じて 
お読みください。 

ーリリース情漸こついて 

本製品を使用する上でのを意事項などび記述されています。必ずお読みください。 
ご覧になるには[スタート]メニュー-[はじめに]- [ UU —ス情報]を選択します。 


用透に合わせて 
オンラインマニュアルを読む 


用語集 


付録 


オンラインマニュアルの使いかた 



オンラインマニュアルを起動する 

防巧章4オンラインマニュアルの起動1 


オンラインマニュアルとは、画面上で確認でさる電子マニュアルです。 


目巧は巧ページ 


初めて電源を入れるとを一取扱説明書（本書) 


アルのほいかた 


初期作業 

本書の巻頭〜 

「2章2初めて電源を入れるとさ」 


オンラインマニュアルの 
目次か5、目的に合わせて 
読みたいところを選択ずる 

























マニュアルの使いかた . 1 

1初めて電源を入れるとを一取扱説明書（本書） . 1 

2初期作業び終わったらーオンラインマニュアル . 1 

醜 . 2 

はじめに . 8 

本書の読みかた . 12 

曰常の取り扱い . 14 

1章電源を入れる前に . 19 

1 各部の名称 . 20 

2周辺機器の接続場所 . 22 

3パソコンの準備 . 24 

1バソコンを快適に使うには . 24 

2電源に接続する . 26 

3ディスプレイを開ける . 27 
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4バッテ U の充電 . 29 

1バッテリ駆動で使ラために . 29 
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6 キーボード . 32 
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2 章電源を入れて切るまで . 43 

1電源を入れる . 44 

2初めて電源を入れるとを . 46 

1 Windows 98 のセットアップ . 4 巨 

吕 Windows 2000 のセットアップ . 已 2 

3 Windows NT のセットァップ . 曰 0 

4ューヴ登録をする . 68 

3電源を切る . 69 
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吕 Windows 2000 の場合 . 73 
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3章パソコンを持ち歩く . 81 
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はじめに 


このたびは 、 DwaBDDk Satellite をお買いホめいただき、まことにありびとうございます。 
本製品は高性能.コンバクトを特長とするバーソナルコンピュータです。 

本書は本製品の基本的な取り扱いかたをでさるだけ簡単に、正しく理角军でさるよラに作ら 
れています。お読みになった後ち、いつでを取り出せる場所に保管しておいてくださし、。 
また、ご購入のモデルにより、システム （0 S ) び異なります。ご購入のモデルに対応 
した部分をお読みください。 

また本製品には、このマニュアルの他に 、 DynaBook Satellite オンラインマニュアル化ソ 
降、本書中ではオンラインマニュアルと記述します）び用意されていまず。便利な設定 
やプレインス I -ールされているアプ U ケーションの使いかたなどは、オンラインマニュ 
アルをご覧ください。 

オンラインマニュアルり「2章4オンラインマニュアルの起動」 

また、 『 UU —ス情報』には、本製品を使用するにあたってのま意事項などび記述され 
ていますので、必ずお読みください。 

防 UU - ス情報。「マニュアルの使いかた UU - ス情報につして」 


(〇 漏洩電流自主規制について） 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会のパーソナルコンピュータ業界基準 
( PC -1 1-1988) に適合しております。 


(〇 瞬時電圧お下について） 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたバーソナルコンピュータの瞬 
時電圧低下対策のガイドラインを満足しておりまず。しかし、ガイドラインの基準を 
上回る瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


Co 電波障害自主規制について） 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス 
A 情報ほ術装置です。この装置を家庭環境で使用ずると電波巧害を弓 I を起こすことび 
あります。この場合には使用ちび適切な対策を講ずるよう要ホされることびあります。 


(〇 高調波対策について j 

本装置は、「高調波ガイドライン適合品」です。 


(〇 国際エネルギースタープ□グラムについて 


当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品 
び国際エネルギースタープ□グラムの対象製品に関する基準を満たし 
ていると判断します。 



省電力設定に関しては、 r 已章]消費電力を節約する」をご覧ください。 
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FCC NOTICE 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC Rules. 

These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the 
equipment generates is operated in a commercial environment. 

This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and 
used in accordance with the instruction manual, may cause harmful interference to radio 
communications. 

Operation of this equipment in a residential area is likely to cause harmful interference in which 
case the user will be required to correct the interference at his own expense. 

WARNING: Changes or modification made to this equipment, not expressly approved by Toshiba, 
or parties authorized by Toshiba, could void the user’s authority to operate the 
equipment. 


TOSHIBA 


EU Declaration of Conformity 
EU む bereinstimmugserk ほ rung 
Declaration de conformity UE 
Declaracion de conformidad de la UE 
Dichiarazione di conformity UE 
EU tors 化 ran om overenss ほ mmelse 


Toshiba declares，that the product: PS227* conforms to the following Standards: 

Toshiba erklart, daB das Produkt: PS227 ホ folgenden Normen entspricht: 

Toshiba declarent que le produit cite ci-dessous: PS227* est conforme aux normes suivantes: 

Toshiba declaran que el producto: PS227* cumple los sigulentes estandares: 

Toshiba dichiara, che il prodotto: PS227*, e conforme alle seguenti norms: 

Toshiba intygar att produkten: PS227 ホ overensstammer med foijande normer: 

Supplementary Information: "The product complies with the requirements of the Low Voltage 

Directive 73/23/EEC and the EMC Directive 89/336/EEC." 

Weitere Informationen: "Das Produkt entspricht den Anforderungen der Niederspannungs- 

Richtlinie 73/23/EG und der EMC-Richtlinie 89/336/EG." 
Informations complementaires: "Ce produit est conforme aux exigences de la directive sur les basses 

tensions 73/23/CEE et de la directive EMC 89/336/CEE." 


Informacion complementaria: "El Producto cumple los requisites de baja tension de la Directiva 

73/23/CEE y la Directiva EMC 89/336/CEE.，’ 

Ulteriori mformazioni: "II prodotto e conforme ai requisili della direttiva sulla bassa 

tensione 73/23/EG e la direttiva EMC 89/336/EG.’’ 


Ytterligare information: "Produkten uppfyller kraven enligt lagspanningsdirektiver 73/23 / 

EEC och EMC-direktiv 89/336/EEC." 


This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. Respon¬ 
sible for CE-Marking is Toshiba Europe, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 

Notice to user of EN 55022 
Warning 

This is a Class A product. In a domestic environment tnis product may cause radio 
Interference in which case the user may be required to take adequate measures. 
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TEAC CD-ROM ドライブ CD-224E 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーヴーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッノ く共通のレーヴ規格 EN 6082己で 
"クラス]レーヴー機器"に分類されています。 

レーヴー光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の售体を開けないで<ださい。 

2. 分解および改造をしないで<ださい。感電の原因に 
なります。信頼性、安全性、性能の保証をすることが 
でをな< な0ます。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあり 
ます。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起因する二;欠的な損失、 
障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故 
障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシ 
ステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION - INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN DO NOT STARE INTO BEAM OR 
VIEW DIRECTLY WITH OPTICAL 
INSTRUMENTS 

VORSICHT - UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 

WENN A 巳 DECKUNG GEOFFNET NIGHT 
IN DEN STRAHL BLICKEN AUCH NIGHT 
OPT に CHEN INSTRUMENTEN 
VARNING - OSYNL IG LASERSTRALNING NAR 

DENNA DELAR OPPNAD STIRRA EJ IN I 
STRALEN OCH BETRAKTA EJ STRALEN 
MED OPTGKA INSTRUMENT 


Location of the required label 



I 


CERTIFICATION: THIS 
PRODUCT COMPLIES WITH 
DHHS RULES 21 CFR CHAPTER 
1 ， SUBCHAPTER JAPPLICABLE 
AT DATE OF MANUFACTURE. 

CLASS 1 LASER PRODUCT 
-LASER KLASSE 1_ 

TEAC CORPORATION 
3-7-3, NAKA-CHO, 
MUSASHINO-SHI, 

TOKYO, JAPAN 










み Trademarks 

• Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows 、 Wind 日 ws NT は、米国 Micros 日 ft Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標です。 

- PS /2 は、米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

- Sound 目 laster は米国 Creative Technol 日旨 y 社の商標です。 

- Intel は Intel Corporation の商標または登録商標です。 

- Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス社の商標または登録商標です。 

- CardWizard は米国 SystemSoft Corporation の商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用して 
いる場含びあります。 

一ぉ願ぃ 

. 本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 

•本書の内容は、予告なしに変更することびあります。 

•記憶装置（八ードディスク、フ□ッピーディスクなど）に記録された内容は故障や 
障害の原因にかかわらず保証いたしかねまず。 

•本製品にプレインストールされているシステム （ os ) 外をインストールした場合 
の動作保証はいたしかねます。 

-購入時にミ夫められた条件！;(外での、製品およびソフトウ王アの複製ちしくはコピー 
をすることは禁じられています。お取り扱いにはごま意願います。 

-バスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいて 
<ださい。 

パスワードを忘れてしまって、バスワードを削除でさなくなった場合は、お使いの 
機種をお認後、お近くの f 呆守サービスにご依頼ください。 

パスワードのお除を保守サービスにご依頼される場合は、有償です。またそのとさ、 
身分証明書（お客様ご自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

本書の内容について万一不可解な点や誤りなど、お気づきの点びございましたら、ま芝 
PC ダイヤル（巻末参照）までご一報ください。 

お使いになる前に本体同 ffl のお客様登録カードに必要事項をご記入のラえ、返送してく 
ださし、。 

保証書は記入内容をお認のうえ、大切に保管してください。 
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€) 本書の読みかた 


一記号の意味 


警告 

•誤った取り扱いをすると、人が死じする、または重傷を負ラ可能性があることを示し 
ます。 


ま意 

しょラびい へ 

•誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性、または物の損害のみが発生する巧 
能性があることをおします。 ^ 


•データの消失や、故障や性能低下を起こさないために守ってほしいこと、仕様や機能に関し 
お括自いて知っておいてほしいことです。 


^ V )) -知っておくと便利なことを説明しています。 

夕亡 

•wmmmrm 

本書は 、 Windows 98 、 Windows 2000 / NT モデルに共通の取扱説明書です。 
それぞれの固有の操作や機能名称を示すとさは次のマークを使用しています。 

ご購入の製品に応じた部分をお読みください。 

^' 98] Windows 98の場合の固有の操作や機能名称などをおします。 
f 20001 Windows 2000の場合の固有の操作や機能名称などをおします。 

F NTI Windows NT の場合の固有の操作や機能名称などを示します。 

この取扱説明書や他の説明書への参照先を示しています。 

「この取扱説明書の参照先」 

『他の説明書への参照先』 

《オンラインマニュアルへの参照〉〉 

(を）補足説明をしています。 

d 画面の表しかた 


画面の全部、または一部を表します。 


【例】 


Total 二 XX 

XX KB 


-このよつに画面上または本文中の文字を X で表している場 

合は、実際にはさまざまな数字や記号び入ります。 
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Q 入力するキーの表現 

操作で入力するキーを本文中で表すとさには、説明に必要な部分だけを□で囲んで書し、 
ています。 

の キーを 押ず 一 心 I を押して<ださい。 

のキーを押す 一にめ||を押してください。 


Space キーを巧す^ _ I (スぺースキー)を巧してください。 


分操作の表しかた 

操作や作業は、次のようにおします。 

【例】 

♦操作び1つで済む場合は、なのよラに示します。 

のキーを 巧す 

♦キーを「+」でつないで書いてあるとさは、前のキーを巧したまま離さずに次のキー 
を巧して < ださい。 

~ Fn ]+ | Ins ] キーを 巧す 

この場合は、正团キーを巧したまま面固キーを巧します。 

^ 用語について 

本書では、なのよラに定義します。 


システム . 特に説明びない場合は、ご使用になるオペレー 

ティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ1」ケーシヨンまたはアプ1」ケーシヨンソフト 

. アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows 98 . Microsoft ® Windows ®98 SECOND EDITION 

operating system 日本語版を示します。 

Windows 2000 . Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 

operating system 日本語版を示します。 

Windows NT . Microsoft ® Windows NT ® Workstation 4.0 

operating system 日本語版を示します。 

Windows . Windows 98 、 Windows 2000 、 Windows NT を 

のしま 9 o 

MS-IME . Microsoft ® IME 2000、 Microsoft ® IME 98 または 

Microsoft ® IME 97 を示します。 


その他不明な用語については、《オンラインマニュアル用語集〉〉をご覧ください。 
オンラインマニュアルり「2章4オンラインマニュアルの起動」 
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曰ちの取り扱い 


曰苗の取り扱いでは、なのことを守ってくださし、。 


〇パソコン本は 


( を意 



•お手入れの前には、必ずパソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、電源コードを>^ 
AC 電源か6巧いてください。電源を切5ずにお手入れをはじめると、感電ずるおそ 
れびあ0まず。 

•機器に強い衝藝や外圧を与えないようにミ主意してください。 

製品には精密部品を使用しておりまずので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障す 
るおそれびあ0まず。 

• 水や中性洗剤は、絶対に本製品に直接かけないでください。本製品び傷んだり故障ず 
るおそれびありまず。 

-シンナーやベンジンなどの揮発性のち機溶剤や化学ぞラきんなどは使わないでくださ 
し、。本製品が傷んだり故障ずるおそれびありまず。 

•持ち運ぶときは、必ず電源を切り、電源スイッチ□ックを有効（ち側）にしておいて 
ください。誤って電源スイッチに力び加わり、電源び入る可能性びありまず。かばん 
の中など、本製品の発ずる熱びこちりやずい場所では、内部の温度び上がり、义災、 
故障のおそれびありまず。 J 


•機器のミちれは、柔らかい乾いた巧で拭いてください。 

巧れびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってからなさまず。 
ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。 
♦ディスプレイは静かに閉じてくださし、。 

♦使用でさる環境は次のとおりです。 

温度已〜 35° C 、 湿度20〜80% 

♦なのよラな場所で使用や保管をしないでくださし、。 

直射日光の当たる場巧 

非甫に高温または低温になる場所 

急激な温度変化のある場所（結露を防ぐため） 

強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く） 

ホコ1」のをし ''場戸斤 
振動の激しい場所 
薬品の充満している場所 
薬品に触れる場巧 


Q フ□ッピーディスク 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱うとをには、次のことを守ってください。 

♦フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障び超こったり、消失した場 
合に備えて、定期的に複製を作って保管するようにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負い 
ませんので、あらかじめご了承ください。 

♦シャッター部を開けて磁性面を軸らないでください。 

ミちれると使用でさな< なります。 
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♦スピーカなど強い磁気を発するをのに近づけないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

♦直射日光に当てたり、高温のちのに近づけないでください。 
♦本やノートなど重いものを上に置かないでください。 

♦使用場巧、保管場巧の温度は次のとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

已〜3巳で 

4〜己3 °C 


♦ラベルは正しい位置に貼ってくださし、。 

貼り替えるとさに重ね貼りをしないでくださし、。 

♦ホコ U のをい場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 
♦保管の際は、プラスチックケースに入れてください。 

♦食べ物、タバコ、消'しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないでく 
ださい。 

• 3.5 型フ□ッピーディスクは当社の次の製品をお使いください。 

他のフ□ッピーディスクは、規格外などで使用でさなかったり、フ□ッピーディス 
クドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合びあります。 


製品番号 

形式 

M 4293 

2 HD 形式 

M 4216 

2 DD 形式 


^ フ□ッピーディスクドライブ 

市販のク U —ニング用品を使って、]ヶ月に]回を目まにフ□ッピーディスクドライブ 
をク U —ニングしてくださし、。 

分コンパクトディスク （ CD ) 

CD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、データ 
を保護するため I こを、なのことを必ず守ってお取り扱いくださし、。 

♦ CD を巧り®げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD を読み込むことびで 
さなくなります。 

• CD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に置かない 
でください。また、 CD の上に重いちのを置かないでください。 

♦ CD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

♦ CD を持つとさは、外側の端か、中央の巧のところを持つようにしてください。表面 
に指紋をつけてしまラと、正おにデータび読み取れなくなることびあります。 

• CD の表面に文字などを書かないでください。 

• CD び巧れたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な巧でおさ取ってくだ 
さい。 

円盤におって環状におくのではな<、円盤の中むから外側に向かって直線状に拭くよ 
うにしてください。ちし乾燥した巧ではおさ取れない場合は、水か中性洗剤で湿らせ 
た巧を使用してください。 

ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでくださし、。 
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分 CD - ROM ドライブ 

ディスクトレイを引さ出したままにしないで<ださい。 

市販のク U —ニング用品を使って、 ] ヶ月に]回を目まに CD-ROM ドライブをクリー 
ニン グして < ださい。 

一電源コード 

電源コードのプラグを長期間にミ度って AC コンセントに接続したままにしていると、プ 
ラグにほこりびたまることびあります。定期的にほこりをなき取ってください。 

y キーボード 

乾いたやわらかい素材のきれいな巧でおいてください。 

巧れびひどいときは、水か中性洗剤を巧に含ませ、堅くしぼったきれいな巧でおをます。 
キーのすきまにゴミび入ったときは、掃除機などで吸い出します。ゴミび取れないとさ 
は、お使いの機種をご確認後、お買いボめの販売店、または保守サービスにご連絡くだ 
さい。 

コーヒーなど飲み物をこぼしたとさは、電源を入れる前にお買いホめの販売店、または 
保守サービスに連絡し、交換を依頼してください（有償)。 

一液晶ディスプレイ 

画面の手入れ） 

♦画面の表面には偏向フィルムび貼5れています。このフィルムはキズつさやすいの 
で、むやみに触れないでくださし、。 

表面び汚れた場合は、柔6かくされいな巧でなさ取ってください。水や中性洗剤、揮 
発性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないでくださし、。 

•無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでくださし、。 

液晶表示素子は、ガラス板間に液晶を配向処理してま入してあります。そのため、圧 
力びかかると配向び乱れ、元に戻らなくなる場合びあります。 

( P サイドライト用 FL 管について） 

ディスプレイに装着されているサイドライト用 FL 管（を陰極管）は、ご使用になるに 
つれて発光量び徐々に減少し、表示画面び暗<なります。表示画面び見づらくなったと 
きは、お使いの機種をごお認後、お近くの保守サービスにご連絡ください。有償にて交 
換いたします。 

表示不良画素について） 

TFT 方式のカラー液晶ディスプレイは、非甫に高精度な技術を駆使して作られています 
び、一部に表示不良画素（欠け、甫時点巧など）び存在することびあります。これらの 
表示不良画素は、少量に抑えるよラ管理していますび、現在の最先端のほ術でち表お不 
良画素をなくすことは困難ですので、ご了をくださし、。 

DSTN ち式のカラーミ夜晶ディスプレイは性能上、多少の表示ムラび見えることびありま 
す。また、非常に高精度なほ術を駆使して作られていますび、構造上、まれに画面中央 
の水平ち向に細かいすじび見えることびあります。現在の最先端の技術でち、これらの 
すじをなくすことは困難ですので、ご了をください。 



分アキュポイント n (ポインティング装置） 

マウスポインタを動かすポインティング装置をアキュポイント n といいます。 

アキュポイント n は、八ンドク U —ムや油などのついた手で操作したり、油性の液体を 
つけたりしないでください。操作時にすべりやすくなったり、アキュポイントキャップ 
び劣化する（溶ける）おそれびあります。アキュポイントキャップびすりされたら取り 
換えて < ださい。 

携帯電話、無線機など電波を発生する機器が近くにあるとさにマウスポインタび移動す 
る場合びあります。その場合は、電波を発生する機器を離してください。 

また、次の場合、マウスポインタび移動することびあります。この場合は、マウスポイ 
ンタび動かなくなるのを待ってから、アキュポイント n を使用してください。 

-電源を入れたとさ 

-一定の力で一定の方向にマウスポインタを移動し続け、指を離したとさ 
-温度び急激に変化したとを 

^ データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノ（ックアップをとって保存してください。 

本製品は次のような場合、スタンバイ機能 (Windows 98/2000) または休止状態 
(Windows 98/2000) び無効になり、本体内の記憶内容び変化し、消失するおそれ 
びあります。 

♦誤った使いかたをしたとさ 

♦静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

♦長時間使っていなかったために、バッテ U (バッテ U パック、時計用バッテ U ) の充 
電量びな<なったとさ 
♦故障、修理、バッテ U 交換のとさ 
♦電源を切った直後にすぐ電源を入れたとさ 

♦バッテ U 駆動で使用しているときにバッテ I 」バックを取りはずしたとき 
♦増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消失など、八ードウエアやフ□ッピーディスクに保存した内容の損害 
については、当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめごを巧ください。 

分持ち運ぶとを 

持ち運ぶとさは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを守ってください。 
♦電源は必ず切ってくださし、。 

電源を切った後ち、 Disk ® LED び点な中は動かさないでくださし、。 

♦電源スイッチ□ックを有効（ち側）にしておいてください。 

電源スイッチ □ ックを賴除して持ち運んだ場合、誤って電源スイッチに力び加わり、 
電源び入る可能性びあります。 

この場合、バッテ U 駆動になりますので、使用するときにバッテ U び消耗してし^る原 
因にな0ます。 
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•急激な温度変化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないでください。 
やむなく急な温度変化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるよラ 
にしてください。 

♦外付けの装置やケースレは取りはずしてくださし、。 

また、フ□ッピーディスクや CD びセットされている場合は、取り出してください。 
♦落としたり、強いショックを与えないでください。また、曰の当たる自動車内に置か 
ないで < ださい。 

故障の原因になります。 

分カスタム•リカバリ CD / iJ カバ iJCD について 

カスタム- U カバ UCD / U カバ UCD は絶対になくさないようにしてください。紛失 
した場合、再発巧することはでさません。 

使用ち法について。「7章再セットアップ」 

^ 仕様について 

本製品の仕様は国内向けです。国外で本製品を使用する場合は、電源に合った電源コー 
ドをお買いホめくださし、。 

AC アダプタの仕様は次のとおりです。 

人力： AC 100 V 〜 240 V (0'75 A ~0'35 A ) 已0/曰 OHz 
出力： DC 1 已 V 、 4 A 

Q 消耗品について 

次の部品は消耗品です。 

♦バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電ミせ） 

長時間の使用により消'耗し、充電機能がほ下します。 

充電機能びほ下した場合は、別売りのバッテ U パックと交換してください。 

♦時計用バッテ U (交換は有償です） 

♦アキュポイントキャップ 

ミ肖耗した場合は、お使いの機種をご確認後、お買いホめの販売店、または保守ヴービ 
スにご連絡ください。 

一廃棄について 

本製品の廃棄については、地方自ミ台体の条例、または規則に従ってくださし、。 
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雷腑入れる前に 

本章では、パソコンの電源を入れる前に、必要な準備について説明します。 

1 各部の名称 . 20 

2 周辺機器の接続場所 . 22 

ゴパソコンの準備 . 24 

4 バッテリの充電 . 29 

5 アキュポイントロと 

コント□-ルボタンの使いかた . 31 

b キーボード . 32 

7 サウンド . 40 









1 る部の名祿 


ここでは、各部の名称と機能を簡単に説明します。各部につしての詳しい説明は、それ 
ぞれに関連する章で行います。周辺機器を取り付ける場所については、「本章2周巧機 
器の接続場所」で説明します。 


ディスプレイ 


ディスプレイ開閉ラッチ 


@電源スイッチ • 

BES を U セツトスイツチ 

電源を入れた直後の初期 
状態にするスイッチでず。 

先の細いちので押して 
ください。 

電源スイッチ□ック 

電源スイッチを□ックします。 

キーシフトインジケータ 



表示装置です。 

8日日 X 巨日日ドットまたは 
1024 X 768 ドッ h の 
カラー液晶ディスプレイです。 

ご購入のモデルによって解像度、 
サイズは異なります。 

イラストは DSTN モデルです。 


アキュポイント n 

マウスと同等の動作をします。 

キ _ ボ_ド 


CD-ROM ドライブ 

臨使巧できる CD について 
吟「4章 4-1 CDJ 


フ □ ッピ-ディスクドラィブ -1 ソス了ムィソンヶ-夕 

3.己型の 2 HD 、2 DD あ式のフ□ツピ ー 
ディスクげ使用で去ます。 

インン'クータ] 

それぞれは、次の状態を示します。 


キーシフトインジケータ 


A 


Caps Lock LED 

文宇入力の「大文字□ック状態」 

「本章目-入力に関する制御キー」 

1 

今 


Arrow Mode LED 

文字入力の r ア□一が態1 

体章 6- LEd ] キーを使った特殊機能キー」 


面 

1 

Numeric Mode LED 

文宇入力の「数字□ック状態」 

「本章 6- led ] キーを使った特殊機能キー」 

システムインジケータ 

•2 

DC IN LED 

電源コードの接続際体章 3-4 電源に関する表示」 

M 

Power l_ED 

電源の状態「本章 3-4 電源に関する表示」 

口 

Battery LED 

バッテ U の状態腹=「本章 4-3 バッテ U に関する表示」 


Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 

日 /® 

FDD/CD-ROM LED 

フ□ッピーディスクドライブか CD - ROM ドライブにアクセス 
してレる 
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スクロールボタン- 

画面のスク□ールなどびできます。 

コント□-ルボタン- 

アキュポイント n を使う場合の 
実行、キャンセルボタンです。 
マウスボタンと同等の動作を 
します。 / 



ボ U ュームダイヤル」ぺ、が^ 

へッドホンやスピーカの \ 

音量を調節します。 

音量を大きくしたいときは 
奥に、ルさくしたいときは 
手前に回します。 

LAN コネクタ- 

ネットワークケーブルを接続します。 
cr 「4章7 LAN の接続」 


——通風孔 

つ パソコン本体内部 
/ の熱を外部に逃び 
/ すための吹さ出し 

□です。 

電源コネクタ 

付属の AC アダプタを接 
続します。 


© コントラスト調整ダイヤル 

DSTN モデルの場合は、調整ダイヤル 
びついています。 

ディスプレイのコントラストを見やす 
い状態に調整します。 

TFT モデルにはありません。 


■ QE セキュリティロック-ス□ット 

盗難防止用にチェーンなどを接続します。 

イ^セキュ U ティ□ック用の機器については、 
本パソコンに対応のちのかどラかを 
販売店にご確認 < ださい。 


電源コード_ 

(国内専用、おが用は別売り） 
電源コンセントから AC アダプタに 
電源を供給ずるケーブルです。 



- AC アダプタ 

(国内、'海外兼用） 

電源コネクタに接続し、 
バソコン本体に電源を 
供給しまず。 





团 PC 力ードス□ット 1 (上段） 

◎ PC 力ードス□ット0 (下段） 

PC Card Standard TYPED / 田準拠の力ードを 
取り付けることびできます。また 、 Card Bus 対応 
力ードを取り付けることびでをます 。 A 
陪 「4 章已 PC 力ード」 ィ巧タタ ^ 


なページのお大図を^ i>r 

ご覧ください。 

• VU 5 B コネクタ- 

USB (Universal Serial Bus ) 
規格の装置が取り付けられます。 
Windows NT 4 .日は US 目をヴポー 
卜していません。 

「4章8 USB 对応機器の接続」 

Si PRT コネクタ- 

プリンタを接続して使用します。 
「4章9プ U ンタの接続」 


L [ EH / 因 PS / 吕コネクタ 

PS /2 対応のキーボードやマウスを 
取り付けることびでをまず。 

接続するときは、パソコン本体の 
電源を必ず切ってください。 

0^「4章2マウスの接続」 

「4章1 ] が付けキーボードの接続」 

— {■■■■■]■ COMMS コネクタ 

RS -232 巳規格の機器を取り付けられます。 
マウスなどに RS -232 C 規格のものびあります。 
隊「4章2マウスの接続」 

し JRGB コネクタ 

巳 RT ディスプレイを接続して使用 
でをます。 

「4章]日 CRT ディスプレイの接続」 
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◎ ◎ 


^ — & マイク入力端モ 

マイク□ホンを接続しまず。マイク□ホンのプラグは 
モノラルミニジャックタイプ (3 .已 0) を使用してください。 


へッドホン出力端モ 

ヘッドホンを接続します。音源はステレオで出力されます。 
ヘッドホンはステレオミニジャックタイプ (3 .已0 ) を使用してください。 

なのよ5な場合にはへッドホンを使用しないでください。 

雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとき 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとを 


一^ボリュームダイヤル 

へッ ドホンやスピーカの音量を調節します。 
^ ri 章7サウン问 


パソコンの準備 


本製品を使用するとき、照明や机-椅子の高さ、画面の角度などの調節;欠第で快適に作 
業することびでさます。正しい使用環境でお使いいただければ、身体的疲労を軽減する 
ととちに、本製品の寿命を少しでち長くすることびでさます。 

ここでは、ま全と健康を守り、本製品をより快適にお使いいただく環境について説明し 
ます。 

ぶパソコンを快適に ffi うには 

本製品を設置、使用する際には、なのことを守ってくださし、。 

〇 設置する援境 

^ A 警告 •水などの液体びかかったり、直射日光の当たる場所に置かないでください。 ^ 

V ショート、発煙のおそれがあります。 J 


ぐ5ついた台の上やかたむいた巧など、不安定な場所に置かないでください。 
パソコンが落ちたり倒れたりしてケガをするおそれがあります。 


-ステレオスピーカなど、強い磁気を発するもののそばに置かないでください。 
So そのまま側するとデ-夕び';肖失するおそれびあります。 


•温度は己〜3已む、湿度は2日〜8日％の環境にする 
•急速に温度や湿度び変化するよラな罵境は避ける 
♦暖房器具な どの 熱 いちのの 近くには置かない 
•腐食性の薬品のそばに置かない 

Q 使用時の援境 

•適当な高さと距離をおさ、平らな場所に置く 
眼精疲労を避けるために、ディスプレイび目の高さよりほくなるように設置してくだ 
さい。 

♦パソコン本体に向かって正面に座り、マウスなどの周辺機器を操作するのに適当な場 
所を確保する 

♦ディスプレイの角度を調節しやすくするために、バソコン本体の背面をある程度空け 
てお< 

明るさと広い視界を得るために、ディスプレイの角度を調節してください。 

•換気のために、パソコン本体の周囲に適当なスペースを確保する 
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Q 使用時の姿勢 

♦キーボードびがよりを少し下にくるよラに椅子の高さを調節する 
♦おしりよりち膝び少し高くなるように座る 
♦背筋び曲び6ないよラに、椅子の背をたれを調節する 
♦膝と肘はほぼ90度になるように、まっすぐ座る 
前に屈んだり、背ちたれによりかかったりしないで使用してください。 



•曰光や照明び画面に反射しないよラに設置する 
薄く着色された窓ガラスを使用したり、ブラインドやスク U — ンで光を遮ってください。 
♦明るい照明や日光び直接眼に入るような場所にパソコン本体を置かない 
♦なるべく、柔らかい間接照明などを使用する 
書類や机を照らすためには、スタンドを使用し、その際スタンドの光び画面や眼に直 
接反射しない位置に置いてください。 

一巧。方ま 

•リラックスした姿勢で座る 

肩や首び疲れないよラに、背中を楽にするために、椅子やマウスなどを正しい位置に 
置いてくださし、。 

•適度に姿勢を変える 

•時々立ち上びってストレッチする 

1曰に何度も手首と首を動かしたりのばしたりしてください。 

♦長時間画面を見続けないよラにする 

] 已分ごとに30秒ぐらいの割合で遠くを見てください。 

♦一度の休憩は短くてを良いので、なるべく回数を多くとる 
30分に2〜3分とるのび理想的です。 



源に接続する 


9接続方ま 

ノくソコン本体に電源を供給するときは、バッテ U パックを必ず取り付けておいてくださし、。 
AC アダプタ、電源コードの接続は次の図の①一③-③の順に行しほす。はずすときは逆の 
③-② -KD の順で行います。 



電源コードを接続したら、 DC IN * LED び緑色に点巧するのを確認してください。 
また、 Battery □ LE □はオレンジ色に点灯し、ルッテ U 充電中であることを表します。 
電源の入れかた。「2章]電源を入れる」 

バッテ U の充電。「本章4バッテ U の充電」 

d 取り扱い方ま 



電源コード、 AC アダプタの取り扱いについては次のことを守ってください。 

警告-付属の電源 コー ドでは、 AC 100 Vlil がの電源 コンセン トには絶巧に電源プラグを差、 
し込まないでください。発煙、乂災のおそれがあります。 

-海がで使用する場をは、別途電源コードをお買いホめください。 

•傷ついたり、破損したり、加工した電源コードや電源プラグは使わないでください。 

感電、乂災、やけどのおそれがあります。 

-必ず本体付属の AC アダプタを使用してください。 

本体付属 Aim の AC アダプタをご使用になりますと、発煙、乂災のおそれびあります。 
•電源コードを無理に巧り巧げたり、引っ張ったり、ねじったり、重いものを乗せたり 
しないでください。ショート、断線による火災や感電のおそれがあります。 A 


ま意-電源コ-ドのプラグを電源コンセントか 5 巧く場含は、必ずプラグ部分を持って巧し、 
てください。電源コードを引っ張ると、コードが破損し、乂災や感電のおそれがあり 
ます。 

-めれた手で電源コードの抜き差しをしないでください。 

感電ずるおそれがあります。 


位 


■ AC アダプタを（ソコン本体に接続しないときは、愚原〕ードをコンセントから巧いてください。 


AC アダプタを接続していると、 AC アダプタやバッテ U び温かくなることびあります 
び故障ではありません。 






ディスプレイを閱る場含は静かに閉じてください。 

強く閉じると、衝撃で八ードディスクドライブやディスプレイなどが故障するおそれ 
があります。 

八ードディスクの磁性面にキズが付いて、使えなくなることがあります。磁性面に付 
いたキズの修理はできません。 


1ディスプレイ開閉ラッチをスライドし①、 
ディスプレイを静かに起こす② 

この時、両手を使ってゆっくり起こしてください。 


ディスプレイを開ける 


電源を入れる前に 





^ 電源に関する表示 

参参参参参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参< 

次のシステムインジケータの図で矢印の付いているちのび、電源に関する表示です。 



0^ 〇豐 []□ 0© 0曰/®> 


それぞれの意味は;欠のとおりです。 



LED の状態 

パソコン本体の状態 

DC IN ， LED 

緑 

AC アダプタを接続している 


オレンジの点滅 

亞軒藝化 

AC アダプタ、バッテ U 、 またはパソコン 
本体の異常 


消灯 

AC アダプタを接続していない 

Power 督 LED 

緑 

電源 ON 


オレンジの点な 

スタンバイ中 


消'巧 

電源 OFF 
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パソコン本体には、バッテ U バックび取り付けられています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使うことびで 
をます。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、 AC アダプタを接続してバッテ U の充電を完了（フル充電) 
させます。または、フル充電したバッテ U バックを取り付けます。 

充電を完了（フル充電）しなくてち使えますび、使用でさる時間は短くなります。 

爲バッテ IJ の巧電 


ここでは、充電ち法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

^ 巧電方法 

1パソコン本体を電源に接続する 

DC IN led び緑色に点巧して Battery CH LED びオレンジ色に点灯すると、充電び 

開始されます。 

パソコン本体に AC アダプタを接続すると、電源の ON/OFF に関わらず常時充電されます。 
電源の接続。「本章 3-2 電源に接続する」 

2 Ba け eryOLED が緑色になるまで通電する 

バッテ U び充電中は Battery じコ LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN LED び消なしている場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、電源 

コードの接続を確認してください。 

0®^ Battery □ LED について〇「本節3バッテ U に関する表示」 

Q 巧電時巧 

充電時間の目安は次のとおりです。 


状態 

充電時間 

電源 □ N 時 

約4〜10時間 

電源 □F F 時 

約2〜3時間 


(を）周囲の温度びおいとき、周辺機器を取り付けている場含など、パソコン本体の使用状況によつ 
て、この時間よりも長くかかることびあります。 


警告-バッテリパックの使用中、充電中、保管時に異臭•発熱•変色-変形など異常が発生 
V _した場をは、すぐにパソコン本体か5取りはずしてください。_ 


みバツテリの巧電 

ぶバツテリ駆動で使うために 



電源を入れる前に 


29 






バッテリパックの充電温度節囲巧 （10 〜30に）で充電してください。 

巧電温度範囲内で充電しないと、液もれや発熱、性能や寿命びお下するおそれがあり 
ます。 

バッテリパックを水や海水につけたり、め5したりしないでください。 

発熱したり、サビなどのおそれがあります。 

バッテリパックをお買い上げ後、初めて使用する場含にサビ、異臭、発熱などの異常 
と思われるときは使用しないでください。 

お買い求めの販売店または、おおくの保守サービスに点検を依頼してください。 


ッテリに関する表示 


U Battery LED で確認する 

次のシステムインジケータの図で矢印の付いているちのび、バッテ1」の状態を示すアイ 
コンです。 



BatteryQLED は次の状態をおしています。 


緑 

充電完了 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

消な 

-バッテ U び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ U 異常 


バッテ U の詳細についてり「3章バソコンを持ち歩く」 
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Windows 画面上に表示される （ b ) を「マウスポインタ」といいます。アキュポイン 
トロやコント□ールボタンを使って、マウスポインタを操作します。アキュポイント n 
とコント□ールボタンはマウスと同じ働きをします。 

——アキュポイント n 

\ 指を使って、簡単に画面上のマウスポインタを 
\動かすことびできます。 

\ \ ' —-コント□—ルボタン 

\\\ \\ ア牛ュポイント n を使5場合® [実行] 

\\ \ \ \ と[キャン七ル]ボタンです。上ボタ 

\ \ \\ ンと下ボタンび友 D ます。 

\\ \ \ -上ボタン：マウスの左ボタンと同 

\\ 一方ろ凌^ じ働きをしまず。 

議阪 T ボタン:ミ戴訟ンと同 


スク□ールボタン 

画面のスク □ー ルなどができます。 

-左ボタン：画面を上にスク □ー ルします。 
-ちボタン：画面を下にスク □ー ルします。 



〇 基本操作 


キーボー ド中央の、アキ ユ ポイント n に指を置さます。アキ ユ ポイント U を押さえなび 
ら上下左ちに動かすと、マウスポインタび移動します。 


ク U ック 

アキュポイント n でマウスポインタを合わせて、上ボタン 
または下ボタンを1回押します。 

夕’ブルクリック 

アキュポイント n でマウスポインタを合わせて、上ボタン 
または下ボタンを、すばやく2回続けて押します。 

ドラッグアンド 
ド□ップ 

上ボタンまたは下ボタンを押したまま、アキュポイント n 
でマウスポインタを移動します（ドラッグ）。 

ドラッグの操作の最後に、目的の場所でボタンからおを離 
します（ド□ップ）。 

スク□—ル 

画面を上下に動かす動作のことをいいます。 

スク□-ルボタンを押すと、画面びスク□-ルします。 


粒 


两' 

メち 


次の場合、アキュポイント n を操作していなくても、画面上のマウスポインタび移動するこ 
とがあ0ます。 

-電源を入れたとさ 

-一定の力で一定の方向にマウスポインタを移動し続け、指を離したとき 
この場合は、マウスポインタが動かなくなるまで待ってか5、アキュポイント n を使用して 
<ださい。 

アキュポイント n と PS /2 マウスを同時に使用するとさは、ホイール付さマウスの使用をお 
すすめします。 

アキュポイント n と PS /2 マウスを同時に使用する設定をした場合、 PS /2 マウスの仕様に 
よっては、アキュポイント n および PS /2 マウスを同時に使用でさなくなる場合びあります。 
この場合は、 PS /2 マウスだけの使用に設定してください。 


アキユポイント n と]：/卜 CH レポタン施し佩た 


電源を入れる前に 
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キーボードの使いかたはソフトウエアによって違ってさますび、ここでは基本的な使い 
かたと、それぞれのキーの意はや呼びかたについて簡単に説明します。 


半/全く漢宇 > キーフアンクシヨンキ- 


Esc 江スケ-プ)キ- 


Tab (タブ)キー 

CapsLock (キヤプス□ツク） 
英数<漢字ま号>キー 


觀 F 1 


F3 6IF4 


F5 团 F6 


う I %え I &お 


1ぬ J 12 ふ|||3知||4う JlS 对 [16 お 

\ M / \ M / \ M / \ M / \ M / 

可 Q iTTw IIIEI'IIIR HIT III 、 



Shift (シフト)キー 


A Shift 


z つ lx 


Ctrl (コント□—ル)キー I I Space (スぺース)キー 

Fn キー Alt けルト)キー 

Win キー 
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電源を入れる前に 
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。文字キー 

文字や記号を入力するとさに使ラキーを文字キーと呼びます。 

文字キーには2〜日種類の文字や記号び印刷されています。どの文字や記号び入力され 
るかは制御キーとの組み合わせなどで異なります。 

文字キーに印刷された文字や記号を入力する場合、どのよラに操作したらいいか、次の 
文字キーを例に説明します。 

I や 

7や 

/ Home 7 \ 

入力したい文字や記号入力操作 内容 


左上の文字や記号 

Shift 1 キーを巧しなびら 
巧す 

記号、アルファべットの大文字び入 
力でさます（この場合は「’」）。 

应^「本節-主なキーの呼びかたと役割」 

ち上の文字や記号 

カナ□ック状態で 1 訊 ift 
キーを押しなび5巧ず 

記号、カタカナの促音、物音び入力 
できます（この場合は「ャ」）。 

腹 ■ カナ□ックげ態 

〇「本節-入力に関する制御キー」 

左下の文字や記号 

そのまま巧す 

数字やアルファべットの小文字び入 
力でさます（この場合は「7」）。 

ち下の文字や記号 

カナ□ックが態のとをに 
巧す 

カタカナや記号び入力でさます 
(この場合は「ヤ」）。 

陵 ■ カナ□ックが態 

〇「本節-入力に関する制御キー」 

前面左の文字や記号 

ア□一状態のとをに巧ず 

カーソル制御キーとして使えます 
(この場合は H 日 me キー ) 〇 
ア□一状態 

〇「本節-正を片一を使った特殊機能キー」 

前面ちの义字や記号 

数字□ック状態のとさに 

巧す 

テンキーとして使えます（この場合 
は「7」）。 

数字□ック状態 

〇「本節-正亞^^一を使った特殊機能キー」 



メモ 


(チルダ）を入力する場合は、 巧而の キ ー+ にづキーを入力してください。 
臣回を片"—+匠易キーを押してち入力でをません。 

’ご三（バックスラッシュ）を入力ずると、「¥」と表示されます。 
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1 章-巨キーボード 


P18 

|加1片に3!351_亂1<英数| 

圈 PIT 

Ctrl l + ISh 肝 l + l カタカナひらがな1 

カナ□ック状態になります。この状態で文字キーを 

巧すと、キートップち下に印刷されたひらびなを、 
カタカナで入力でさます。 

1 Shift |-H CapsL 日 ck 英数 1 

大文字□ック状態になります。この状態で文字キー 
を巧すと、キートップ左上に印刷された英字などの 
文字を、大文字で入力でさます。 


カナ□ックや大文字□ック状態を解除するには、ちう一度同じキー操作をします。 
□ック状態の優先度は、カナ□ック状態>大文字□ック状態です。 
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一をなキーの呼びかたと役割 


キー 内容 


Esc (エスケープ） 

操作を取り消すとさに使います。 

Shift 1 (シフト） 

アルファべットの英大文字、英小文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力するとさに使います。 

Alt (オルト） 

他のキーと組み合わせて、特定の操作を実行するとさな 

Ctrl (コント□—ル） 

どに使います。 

i 田 （ウィン） 

Windows のスタートメニューを表示するとをに使いま 
す。また、他のキーと組み合わせて、ショートカットと 
して使ラことちでをます。 

Space 1 (スぺース） 

空白文字を入力するとをや、入力した文字をかな漢字変 
換するときに使います。 

巨 > (アプリケーション） 

マウスのちボタンおよびコント□ールボタンの下ボタンをク 
U ックすることと同様の動作を行いたし化きに使います。 

圖(エフエヌ） 

オーバレイキーを使用するとさに使います。また、ファ 
ンクションキーとの組み合わせにより特殊機能を実行す 
るときに使用します。 

Ins (インヴート） 

文字の入カモードを拝入/上書さに切り替えるとさに使 
います。 

Del (デ U - り 

文字を削除するとをなどに使いまず。 

円円 m m 饮印） 

カーソル移動などに使います。 

i Enter ! (エンター） 

作業を実行するとさなどに使いまず。 

F 1 1〜 IF 121 (フアンクション） 

特定の操作を実行するとさなどに使います。 


上の表の各内容は、お使いの日本語入カシステムやアプ1」ケーシヨンにより変わること 
びあります。 

一入力に関する制御キー 

キー入力で、よく使ラ制御キーは次のをのびありまず。 

キー 内容 




































































Qim キーを巧つた特巧機能キー 


キー 内容 


圆 +| F 1 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

表术画面をオフ L し、キーボードやマウスから入力でをなく 
します。 

解除するには、 n スワー ドを設定している場合はパスワード 
を入力し 」 Enter 1キーを押しまず。 

ノてスワードを設定していない場合は1 Enter 1キーまたは1 F 1 
キーを巧します。 

防バスワードについて。 r 已章 2 パスワードセキユ U ティ」 

圆+國 

く省電カモードの設定> 

rosm 

Fn |+| F 2| キーを巧すと、設定されている「ま芝省電カユー 
ティ U ティ」の省電カモードび反転表示されます。 

因立キーを巧したまま、^キーを巧すたびに、省電カモー 
ドび切り替わります。 

FTff] 

省電カモードを切り替えます。 

广 フル J (ワーー J (ワーー 5ディ 7し! (ワーー □_; (ワーーユーヴ 設定-! 

圆+圆 

<電源 ON / OFF 時に 
使用する機能の切り替え> 

F98IF20 蝴 

に山 +IF3I キーを巧すと、電源を切る状態（電源オフ、 
スタンバイ、休止状態）を切り替えます。 

圧团キーを巧したまま、^キーを巧すたびに、表示状態 
び切り替わります。 

電源スイッチを巧すと選択した状態で電源び切れます。 

圆+圆 

<アラーム音量の調節> 

アラーム音量を調節します。ビープ音で音量を知らせます。 
尼团キーを巧したまま、正空キーを巧すたびに音量が変わり 
ます。 

广0 け-►ルー中 一大-! 

圆+圆 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

表示装置の切り替えについて 

り「4章10 CRT ディスプレイの接続」 

ED+IF10 (ア□一状態） 

<オーバレイ機能> 

キートップ則面左側 1<_ 灰色で印刷された、カーソル制御 
キーとして使用でさます。 

ア□一状態を解除するには、ちう]度巨!] + pT 可キーを 
巧します。 
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1 章- 6 キーボード 


画 +IF1 1 
(数字□ック状態） 

<オーバレイ機能> 

キートップ刖面ち側1し吸色で印刷された 、数字などの文 
字を入力でさます。 

数字□ック状態を解除するには、もう]度圆 + PTT 
キーを巧します。 

圆 +IF12 

(スク□—ル□ック状態） 

一部のアプ U ケーシヨンで m 田因因 キーを画面スク 
□ールとして使用できます。 

□ック状態を解除するには、ちラー度 尼田 キーを 
巧します。 


一^田 I キー巧 使ったシヨー ト カツ トキー 

li ] キーと他のキーとの組み合わせにより、次のようにショートカツトとして使用でを 


ます。 

キー 操作 


i 田 

+ 回 

[ファイル名を指定して実わ]画面を表术する 

i 田+ 圆 

すべてをアイコン化する 

Shift 1+110 1 +圆 

すべてのアイコン化を元に戻す 

細 

+ 圆 

Windows ヘルプを起動する 

i 田 

咽 

Windows エクスプ□—ラを起動する 

細 

咽 

ファイルまたはフォルダを検索する 

Ctrl 1+1 m 1 +旧 

他のコンピュータを検索ずる 

m l+ITab 

タスクバーのボタンを順まに切り替える 

：|0 +1 Break 1 

[シス了ムのプ□パ了ィ]画面を表术する 



電源を入れる前に 


巧 






















Q 特巧機能キー 

複数キーの組み合わせで、特殊機能を実行することびできます。 


特殊機能 

キー 

内 容 

システムの再起動 

Ctrl 1+1 Alt I-H Del 

剛 

プログラムの強制終了画面び表示され 
ます。ちう一度巧すと、システムを再 
起動します。 

BoiFliT ) 

Windows のセキユリティ画面が表示 
されます。 

画面コピー 

1 Fn l+l Ins 1 

現在表示中の全体画面をクリツプボー 
ドにコピーします。 


圆 + 岡 +rai 

現在実行中のアクティブな画面をク 
リツプボードにコピーします。 


j - Windows 98の場合、システムび操作不能になったとき];(外は fCWM での +[〇召 1 牛一は使 
Sio 用しないでください。デ-夕が肖失するおそれびあります。 

Q 日本語入カシステム 

本製品には、日本語入カシステム MS-IME び標準装備されています。 

MS-IME のバージョンはお使し)になるシステムによって異なります。 

- MS - IME 2000 : Windows 2000モデル 

すべてのシステムのアプ U ケーションモデル 
- MS - IME 98 : Windows 98モデル 

- MS - IME 97 : Windows NT モデル 

( Q 日本語入カシステムの起動） 

漢字変換び行えるよラに日本語入カシステム MS-IME を起動するには、次のち法びあり 
ます。 

• く MS - IME 2000 / MS - IME 98〉 < MS - IME 97> 

i | iA 般安を遭《ご引 il A | 般凶 がお I み Id 

^ここをク U ックし、メニューから-^ 

「ひらびな」または r 全ちひらびな」 

を選択する 

♦タスクバーのアイコン（:グ）をク U ックし、「日本語入力-オン」を選択する 

♦ I 半/全 I キー ( MS - IME 2000の場合）または巧の+ 1半/全 I キー ( MS - IME 98 
/ 97の場合）を巧す 

漢字変換び行えるよラになると、ツールノ（一は次のようになります。 

J あ般沒を塾《ご ：:I i あ I 般 I 进 I が I ;お I 幼;:二こ 
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1 章-巨キーボード 


一 人カモート J 

□ーマ字入力び既定値になっています。かな入力などに設定を変更する場合は、ツール 
バーの口□バティ]アイコン （ 当または I ち iij ) をク U ックし、[全般]タブで 
「□ーマ字入力/かな入力」の設定を i 更してください。 

□ーマ字入力とかな入力の切り替えは、次のち法でち切り替えられます。 

:闽で+ 巧歹方ナひらびな I キー 
raiii fttti ： m + 囘巧^ + 巧歹方^ひ5びな| キー 

( Q 漢字変換) 

入力した文字を漢字変換するには、匿キーを巧します。 

目的の漢字ではない場合は、ちラー度 ISpacel キーを巧して、他の漢字を表示します。 
さらに ISpacel キーを巧すと、候補の一覧び表示されます。 
mm キーで選択し、 同な罰 キーを巧します。 

防 MS - IME の使いかた。 『 MS - IME のオンラインヘルプ』 

•ツールバーの[ヘルプ]アイコン（_^^または^)をク1」ックすると、 MS - IME のオン 
■メ E ラインヘルプを見ることびでをまず。 




























7 サウンド 


本製品はヴウンド機能を内蔵し、スピーカを用意しています。 

♦スピーカについて。「本節]スピーカの音量を調整する」 

♦システムスピーカについて。「本節2システムスピーカについて」 

ぷスピーカの音量を調整する 

標準で音声、サウンド関係のアプ U ケーシヨンびインストールされています。 

ヴウンド機能は Microsoft Windows Sound System 、 および Sound Blaster Pro 
に適合しています。サウンドに関する設定については、あわせて 『 Windows のヘルプ J 
をご覧ください。 

〇 ボリユームダイヤルで調壁する 

本体ち側面のボ1」ユームダイヤ j レで調整します。 

音量を大きくしたいときには奥に、ルさくしたいときには手前に回します。 

ボ U ユームダイヤル。「1章1各部の名称」 

〇 [音量]アイコンか5調壁する 

タスクバーの[音量]アイコン（イ1-)からスピーカの音量を調整することちでさます。 

1タスクバー上の[音量アイコン（項9をクリックする 

次の画面び表示されます。 



2つまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。[ミュート]をチェックすると消音になり 
ます。 
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Q ボリユームコント□ールで調壁する 

1タスクバー上の[音量]アイコン（項0をダブルクリックする 
または、次のち法で起動する 

rmrwm 

[スタート]-[プ□グラム]-[アクセサリ]-[エンターテイメント]-[ボ 
リユームコント□-ル]をクリックする 

rNH 

[スタート]-[プ□グラム]-[アクセサリ]-[マルチメディア]-[ボ 
リユームコント□-ル]をクリックする 

ボ U ュームコント□-ルび起動します。 



2それぞれのつまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。[ミュート]をチェックすると消音となり 


ます。 

詳しくは、『ボ U ュームコント□ールのヘルプ』をご覧ください。 

1 ^) •使用するアプリケーションによっては、が部マイクとスピーカで八ウ U ングを起こし、高く 
f メち 大きな音び発生することびあります。この場合は、次のよラにしてください。 

-本製品のボ U ュームダイヤルで音量を調整する 
-使巧しているアプ U ケーションソフトの設定を変える 
-が部マイクをスピーカか5離す 



















^ システムスピーカにごいて 

バソコンの八ードウ王アの状態を知らせるシステムスピーカびあります。システムス 
ピーカを鳴らす/鳴らさないの設定びでさます。ご購入時は「鳴6す」に設定されてし、 
ます。また、あわせて、音量の調節ちでさます。 

Q 設定方法 

(〇 Windows 98 / 2000の場合） 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 
2 陳ミ HW セットアッ刀をダブルクリックする 

3 [Hardware Alarm ] タブで設定する 

鳴らす場合は [System Beep ] をチェックします。 

音量は [Alarm Volume ] のスライダーバーで調整します。 

(Q Windows NT の場合） 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 
2 [省電力]をダブルクリックする 

3 利用する省電カモードを選択し、[詳細設定]ボタンをクリックする 

4 [その他]タブで設定する 

鳴らす場合は[システムビープを鳴らす]をチェックします。 

音量は[スピーカ音量]のスライダーバーで調整します。 

-システムスピーカの音量の調整は、正田十正空キーを使用して変更することちでをます。 
f 乂 f 1®-「本章已-圧田キーを使った特殊機能キー」 
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2 

電源を入れて切るまで 

電源を入れてパソコンび、システムを組み込むまでを、 

「パソコンの起動」といいます。 

本章では、パソコンの起動と電源を切って終了する方法について説明します。 

1 電源を入れる . 44 

2 初めて電源を入れるとさ . 46 

3 電源を切る . 日9 

4 オンラインマニュアルの起動 . 78 






ま意 •バソコンの電源を長い間入れていると、パソコン本体の表面が熱を帯びまず。長い 
に渡って、素肌び直接触れないようにしてください。長い間触れていると、低温やけ 
どになるおそれびありまず。 

フ□ッピーディスクドライブに何ちセットされていないことを確認する 

周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源を入れる 

電源スイッチ□ックを解除し ①、 Power 
督 LED が点!打するまで、電源スイッチ 
を押す② 

Power 督 LED び緑色に点なします。パソコン 
の設定によっては、メッセージび表示されます。 


スタンバイ機能 （ pilEllI )、 休止状態 （Ml 巧画！） を実行した場合は、電源を 
切る直前の状態び再現されます。 

これらの機能を実行しない場合には、 Windows の起動画面び表示されます。 

7^) •スタンバイ機能、休止状態とは、：欠に電源を入れたとさ、終了した時点か6作業び行える機 
メち 能です。 

スタンバイ機能はデータをメモ U に保持し、休止状態は八ードディスクに保持します。 

-スタンバイ機能を実行して電源を切ると、スタンバイ中は Powers LED びオレンジ色に点 
灯しまず。 

• Windows 目8の場合は、初めて電源を入れたとき、 [ Wind 日 ws セットアップの確副の画面 
び表示されまず 。 Windows 20日日/ NT の場含は 、 [Windows 2日日日セットアップウィヴー 
ドの開始]の画面び表示されます。手順に従って、 Windows のセットアップを巧なってくだ 
さい。 

0^セットアップの方法〇「本章2初めて電源を入れるとさ」 

電源スイッチ□ックを有効（ち側）にする 

操作中に誤って電源スイッチを押してしまわないよラに、電源スイッチ□ックを必ずち効に 
しておいて < ださい。 



® 電源を入れる 
















ーパスワードび設定されている場合 


バスワードを設定している場合は、電源を入れると次のメッセージび表示されます。 


Password : 


設定したバスワードを入力し、 I Enter I キーを巧してください。 


冷' 

メち 


休止状態 (0® raooi ) を実行している場含は、電源を入れた直後に表示されます。 
パスワードの入力 S スを3回繰0返した場合は、自動的に電源び切れます。 

^ パスワードについて〇「色章2パスワードセキユ U テイ」 


一巧のメッセージび表示される場ち 


次のよラなメッセージび表示されることびあります。主なメッセージとその対処方法を 
术し占ず。 


川 


Bad X X X X X X X X 


この場合は [EI] キーを巧して、セットアップ画面を表示させます。 rHomel キーを巧し 
て標準に設定してください。 

[ End ] キーを巧して終了し、团キーを巧して再起動してください。標準設定の状態にな 
ります。 

I ® 'セットアップ画面について 

〇「6章]-1セットアッププ□グラムを起動ずるち法」 


に） 


WARNING：x X XXX 


この場合は 、 [Enter I キーを何回か巧してくださし、。 


(3) 


WARNING:CANT RESTORE HIBERNATED STATE 
PRESS ANY KEY TO CONTINUE . 


休止状態 （ E ! liF 25 厕）によるシステム起動びでさないというメッセージです。電源 
を切る直前の状態は再現でさません。 

この場合は、どれかキーを巧してください。 


(4) 


Previous resume from hibernate failed . 

Would you like to try again [ Enter = Y , Esc = N ]? 


休止状態（胃 I ) によるシステム起動びでさないといラメッセージです。電源を切る 
直前の状態は再現でさません。 

のキーを巧してください。もう]度同じメッセージび表おされた場合は、 [ IM ] キーを 
巧して < ださい。 



電源を入れて切るまで 


化 
































を)初めて電源を入れるとを 


パソコン本体の電源を初めて入れるとさは、 Wind 日 WS び使えるようにするために、 
「 Wind 日 WS セットアップ」という操作が必要です。 

] 度 Windows のセットアップをすれば、政降は、電源を入れるとすぐに Windows を 
使用することびでをます。 

本製品には、次のモデルびあります。 

- Windows 98 モデル 
- Windows 2 日日日/ NT モデル 

セットアップち法については、お客様がお使いになるシステムの手順をご覧くださし、 


ま意 

\_ 


ご購入時は、ネットワークの設定は既定値になっています。邮 indows のセットアッ 
プ時に LAN ケーブルを接続していると、ネットワークの設定が既定値のままネット 
ワークに接続してしまい、ネットワークに障害をもた5す場含があります。必ず、 
LAN ケーブルをはずした状態で Windows のセットアップを巧なってください。 


返) 

お關し、 


- 「 Wind 日 WS セットアッスは AC アダプタと電源コードのみを接続して行なってください。 
PC カード、プリンタ、マウス、増設メモ U などの周辺機器は取りはずしておいてくださし、。 

電源の接続方法について〇「1章 3-2 電源に接続する」 
rwind 日 WS セットアップ」を行わないと、あ5かじめインス! -- ルされている Windows や 
アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。 

■「 Windows セットアップ」の動作中は、電源を切5ないでください。 


1 ^) •「 Windows セットアップ」を行う前に、3日分];(上キー对甲さない（アキュポイント n の操 
f メ亡 作も含む）場合、画面に表示される内容び見えなくなりますび、故障ではありません。画面 

に表示ずるには、直巧团キーを押ずか、アキュポイント n を動かしてください。 

•「 Windows セットアップ」は、カスタム - U カバ U CD ( FS8I ) または U カバ UCD ( 
raoo FNT] ) でシステムの復元を行なった場合もぶ、要です。 


ぷ Windows 98のセットアップ 

Windows 98のセットアップでは、次のことを行います。 

セットアップは]已〜30分程で終了します。 

♦ユーヴー 情報の登録 
名前とふりびな（省略可能）を登録します。 

♦マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書 （ Windows のライセンス）への同意 
マイク□ソフトソフトウ王ア使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意 
するかしないかを選択してください。なお、[同意ずる]を選択しないと 、 Windows 
を使用することはでさません。 

♦曰付と時刻の設定 

「日付と時刻のプ□パティ」画面でパソコンの日付と時刻を設定します。セットアッ 
プ後に変更ずることび巧能です。 

j - Product Key がパソコン本体に目ちられているラベルに印刷されていまず。 

ST このラベルは、絶畑こなくさなし、でください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社からの保守び受け5れなくなりまず。 
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分セツトアップの操作手順 


初めて電源を入れると、 [ Windows セットアップの確認]画面び表示されます。 



r の tc/ja. 15の "• ゴ ■■■ 甲 h! い： F 化すで 
ちことにか _!!^^= ゴご3い > す， 

こ卜 • 川 .. W 吐〜。で.汁了 — I 巧 fflW けん 

tiUK^T^SLtA. [tj-iwr>t-7mvTrt=^T 
ださい ■ 


TDSHIBA 


I 


从 


rEnterl キーを巧す 

Windows のセットアップが開始されます。 

パソコンが再起動し、[ネットワークパスワードの入力]画面が表示されます。 


りの、々 f ながかぶ 




蟲 


、。レて巧み ' - 


わ:^ C ん」 


ュ-，寸化 ミ 

のトトが 1 


2 


ユーザー名を入力する 

區 M 日+圧 i 因キーを押すと、カーソルびユーヴー名に移動します。 

の^キーを押して「既定」を削除します。 

ユーヴー名はひらびな、漢字、半ち英数文字び入力でさます。 

ひらびなや漢字を入力するには、 MS - IME を起動します。 MS - IME とは、かなや漢字を 
入力するための日本語入カシステムです。 半/全 I キー ( MS - IME 2000の場合）または 
巧の+1半/全」キー ( MS - IME 98 の場合）を巧してください。 


冷' 

メち 


ご購入時の MS - IME のバージョンはお使いになるモデルによって異な0ます。システムの復 
元後の場合は、 MS - IME 9 S になります。 

ri 章 6 -日本語入カシステム」 

ひ5びなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方まは、□ーマ字入力です。 

例："なかた"または"中田"と入力する場合 
1 ^^^^田^とキーを巧す 

"なかた"と表示されます。入カミスをした場合は、 I 巨 ackSpacel キーを押して入 
力 S スした艾字を削除します。 

2 ひ5がなのままでよい場合は、 I Enter |キーを押す 
"なかた"で確定されます。 


漢字に変換する場合は I Space I キーを押し、目的の漢字が表をされた！ 5、 rEnte 「 | 
キーを押す 


rSpacel キーを押すたびに、漢字の候補び表示されます。 I Enter |キーを押すと、 
選がした漢字で確定します。 


a 源を入 n て切るまで 
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3 パスワードを入力する 

ユーヴー名の入力び終わったを、で i 因キーを押します。 

パスワードには次の文字（半角英数文字）び使用でさます。4〜8文字を目安に設定してく 
ださい。ひらびなや漢字は入力でさません。 



アルファベット（半角） 

ABCDEFGHIJ KLMN 
OPQ RSTUVWXYZ 

使用でさる文字 

数字（半角） 

01234日巨789 


記号（単独のキーで入 
力でさる文字の一部） 

-八@ [] : (X ベース） 

使用でさないで:字 

-全角文字にバイト文字） 

-日本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】漢字、カタカナ、ひらがな、日本語入カシステム 
が供給する記号など 

-単独のキーで入力でをない（入力するとさに IShiftl キー 
などを使用する）文字 

【例】1 (バーチカルライン）、& (アンド）、 

~ (チルダ）など 

• ¥ (エン） 

v " キーや 5キーを巧すと¥が入力されます。 


入力したバスワードは「****」で表示されまず。 

バスワードは間違いのないように入力してください。入力5スをした場合は、 
Backspace I キーを巧して入カミスした文字を削除します。バスワードの入力び終 
わったら、 [0 K ] ボタンをク U ックします。 

[ Windows ； (スワードの設定]画面び表示されます。 
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2 章- 2 巧めて電源を入れるとき 


4 登録したパスワードをもう一度入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

[よラこそ]画面び表示されます。 



れ- 


1.kC 
"― P 卜 


M 1 MTkU. HI HJW-l nXJU 

口 h • … い ' Wfc P. パ ■■: ，1 >-±-r hfVJ 1. U w 
..:r * 巧 ‘ J,I t ■ ぃ Ar. ' 二.二 

■* T'lll— ■ ぃ -" tL - li'. 

■ Mi .：] ■ I • ■> r*i . 
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入力したバスワードび間違ってし)る場合は、メッセージび表示されますので、 [ OK ] ボタ 
ンをク U ックしてメッセージを消した後、パスワードををう一度入力し直してください。 


冷■き^ 


登録したバスワードを正しく入力できない場合 

酬キーで持斤しいバスワードの確認入力]のバスワードをすべて削除する 
2 恒面!己キーとご!因キーを同時に巧す 

力ーソルび邸しいバスワー円に戻ります。 

3 田国]キーを巧して、いったんバスワードをすべて削除する 
4 巧しいバスワードを入力する 
5 fTabl キーを巧す 

6 阵斤しいバスワードの確認入力]に同じバスワードを入力する 
7 [0 K ] ボタンをク U ックずる 

3 Esc I キ—を巧す 

MS - IME のチユートリアルに進み、入力の練習を行う場合は圧のキーを押してください。 
入力の練習を行わなかった場合、または練習び終了した後に 、 [Windows 98へよラこ 
そ]画面び表示されます。 




電源を入れて切るまで 


が 








6 名前とふりびなを入力する 

名前は必ず入力してください。ふりびなは省略でをます。ふりびなを入力するには、名前を 
入力した後、ご1因キーを押します。 

ひらびなや漢字を入力するには、日本語入カシステム （ MS - IME ) を起動します。 

半/全 I キー ( MS - IME 2000の場合）または巧の + 1 半/全 I キー ( MS - IME 98 の場合）を 
押して < ださい。 

7 [巧へ]ボタンをクリックする 

[ Windows ユーヴー使用許諾契約]画面び表示されます。 

契約内容を、必ずお読み< ださい。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをク U ックするか 、 PgUp I キー 、 PgDn I キー 
を使って画面を動かしてください。 

なお、契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできません。 


一-« 



8画面の[同意する]をチェック（を側の〇印をクリック）して、[次へ]ボ 
タンをクリックする 

[セットアップの完了]画面び表示されます。 






2 章- 2 巧めて電源を入れるとき 


9 [完了]ボタンをクリックする 

[曰付と時刻のプ□バテイ]画面び表示されます。 



10 [日付]と[時刻]び正しく設定されているか確認する 

正しく設定されていない場合は設定してください。設定を、[適用]ボタンをクリックする 
と、曰付および時刻の設定び確をされ、パソコンの時計び動作します。 

11 [タイムゾーン]で 「( GMT +0 日:0 0) 東京、大阪、化幌」が選択されてい 
ることを確認する 

「( GMT +09:00) ま京、大阪、札勵び選択されていない場合は、▼ボタンをク U ックし、 
一覧から選択してください。 

12 [閉じる]ボタンをクリックする 

[日怖、腺刻]、[タイムゾーン]を変更した場合は、のりボタンをク U ックしてください。 
Windows のセットアップが終了し、 Windows のデスクトップ画面が表示されます。 

-東ちとマイク n ソフト社へのユーヴ登録を行なってください。 
f ベち ユーヴ登録〇「本節4ユーヴ登録をする」 

^ Windows の使いかた^ 

Windows の使いかたについては、同捆されている『ファーストステップガイド 
Microsoft Windows 98 SECOND EDITION 』 をご覧ください。 


電源を入れて切るまで 


51 





感 Windows 2000のセットアップ 


Windows 2000 / NT モデルでは、ご購入時は Windows 2000び標準システムと 
なつています。 

Windows 2000のセットアップでは、次のことを行います。 

♦マイク□ソフト使用許諾契約書 （ Windows のライセンス） への 同意 
マイク□ソフト使用許諾舆約書の内容をお読みになり、契約内容に同意ずるかしない 
かを還おしてください。なお、[同意ずる]を選択しないと、 Windows を使用するこ 
とはでさません。 

♦ューヴー情報の登録 

名前、会社名または組織名（省略可能）を登録します。 

♦コンピュータ名の指定 

使用するコンピュータ名と Administrator のバスワードを入力します。 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更することもでさます。 

コンピュータ名の付けかたに関しては、必ずネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい。 

参曰付と時刻の設定 

[曰付と時刻の設定]画面でパソコンの曰付を時刻を設定します。セットアップ後に 
変更することび可能でず。 

♦ネットワークの設定 

ワークグループまたはドメイン名の設定を巧います。 

ネットワークの設定は、必ずネットワーク管理者にお問い合わせください。 

-プ□ダクトキーびバソコン本体にお5れているラベルに印刷されていまず。 

So このラベルは、絶畑こなくさなし、でくださし、。再発行はできません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社からの保守び受け5れなくなりまず。 
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2 章- 2 巧めて電源を入れるとき 


分セツトアップの操作手順 


次の手順に従ってセットアップを行なってください。 

尼) -巧めて電源を入れると、セットアップイメージび正しいかを確認ずるために、 rCHKDSK 」 び 
お願い 実行されます。 

ファイルシステムの異常び検出されたわけではあ0ませんので、問題なくご使用いただけまず。 

巧めて電源を入れると 、 [Windows 2000セットアップウイヴードの開始]画面び表示 
されます。 



[巧へ]ボタンをクリックする 

[ライセンス契約]の画面び表示されます。 

契約の内容を必ずお読み < ださい。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをク U ックするか PgUp 」 キー、 


田畳0山キーを使って、画面をスク□ールさせてください。なお、契約に同意しなければ、 
セットアップを続行することはでをません。 
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画面下部の[同意しまず]をチェックして[次へ]ボタンをクリックする 

-[同意しません]を選択した場をは、次にパソコンを起動したとを、最初か5セットアップを 
f ベち やり直す必要びあ0ます。 


[ソフトウェアの個人用設定]の画面が表示されます。 



名前と組織名を入力ずる 

名前は必ず入力して<ださい。組織名は省略でさます。組織名を入力するには、名前の入力 
後、圧 i 回キーを巧します。 



メち 


• 日本語入カシステムび起動しています。 

ひ5びなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方まは、□ーマ字入力です。 

例："なかた"または"中田"と入力する場合 
1 [^^^^田^とキーを巧す 

"なかた"と表示されます。入カミスをした場合は、 I 目 ackSpacel キーを押して入 
力 S スした艾字を削除します。 

2ひ！5がなのままでよい場合は 」 Enter |キーを押す 
"なかた"で確定されます。 

漢字に変換ずる場合 聞 Space I キーを押し、目的の漢字が表おされた!5、正西13 
キーを押す 

I Space I キーを押すたびに、漢字の候補が表示されまず。 I Enter |キーを押すと、 
選択した漢宇で確定します。 
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4 [ 巧へ]ボタンをクリックする 

[コンピュータ名と Administrator のパスワード]の画面が表示されます。 


•■ ピ T 
卫む -W Mi-" 
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读示例) 


S コンピュータ名と Administrate ) 「のパスワードを入力する 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更する場合は、半角英数字で]已文字しソ内の名前 
を入力して < ださい。 

コンピュータ名の付けかたに関しては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

Administrator と呼ばれるユーヴ名を作成します。コンピュータにフルアクセスする場 
合に使用しまず。 

' - バスヮー ドは大又字とル又字び区別されますのでを意してください。 

So 物はば、 「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワ-ドとして識別されます。 

6 [ 次へ]ボタンをクリックする 

[曰付と時刻の設定]画面び表示されます。 



7 [ 日付と時刻]の設定をする 

日付と時刻をお認します。 

タイムゾーンで r ( GMT +09:00) 大阪、札幌、ま京」び逞択されていることをお認します。 
「( GMT +09:00) 大阪、も幌、ま尉び選択されていない場合は▼ボタンをクリックし、一 
覧から選がしてください。 



電源を入れて切るまで 
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8 [巧へ]ボタンをクリックする 

[ネットワークの設定]画面び表示されます。 



9ネットワークの設定をする 

ネットワークの設をはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

標準設定またはカスタム設定のどちらかを選択してください。 

*5^^) -標準設定： Micros 日 ft ネットワーククライアント、 Microsoft ネットワークのファイルとプ 
f ソ E U ンタの共有サービス、アドレスを自動的に指定する TCP/IP トランスポートプ n トコルを 

使ってネットワーク接続を作成します。 

-カスタム設定：手動でネットワークコンポーネントを構成することびできます。 

-お使いのネットワーク環境によって設定び異なりますので、ネットワークの設定は必ずネッ 
So トワ-ク管理萄こお問い合わせください。 

10 [次へ]ボタンをクリックする 

[ワークグループまたはドメイン名]画面び表示されます。 



11ワークグループまたはドメイン名の設定をする 

ワークグループまたはドメイン名の設定はネットワーク管理者にお問い合わせください。 
ワークグループまたはドメインのどちらかを還択してください。 

選択後、[ワークグループまたはドメイン名]にワークグループ（ドメイン）名を入力 
してくださし、。 

-お使いのネットワーク環境によって設定、およびワークグループ（ド;<イン）名び異な0ます。 
So おずネジトワ-ク管腊にお問い靴せください。 
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12 [巧へ]ボタンをクリックする 

設定の保存後 、 [Windows 2000セットアップウイヴードの完了]画面び表示されます。 



13 [完了]ボタンをクリックする 

再起動します。再起動後に[ネットワーク識別ウィヴードの開始]画面び表示されます。 
ここで、コンピュータをネットワークに接続する手続きをします。 


トロ -。かの因 h 
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14 [次へ]ボタンをクリックする 

[このコンピュータのユーヴー]画面び表示されます。 
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15 ユーザの設定をする 

このパソコンで使用するユーヴを指定します。 

• 「ユーヴーはこのコンピュータを使用するとき、ユーヴー名とバスワードを入力ずる必要び 
ある」 

'''指定したユーヴでパスワードを入力してから□グオンします。 

• 「常に次のユーヴーびコンピュータに□グオンすると仮をする」 

''•指定したユーヴで自動的に□グオンします。 

ここで指定できるユーヴは手順3で入力した名前、あるいは Administrator です。 
▼ボタンをク U ックして選択してくださし、。 

16 [巧へ]ボタンをクリックする 

[ネットワーク識別ウイヴードの終了]画面び表示されます。 



17 [完了]ボタンをクリックする 

Windows 20日0のわットアップを完了しました。 

手順1己で[ユーヴーはこのコンピュータを使用するとき…]を選択した場を 、 [Windows 
へ□グオン]画面が表示されます。 Administrator のパスワードを入力してにに]ボタン 
をクリックすると、 Administrator で□グオンし 、 [Windows 2日0日の紹介]画面が表示 
されます。 

手順1己で[常に次のユーヴーがコンピュータに…]を選択した場合、指定されたユーヴ 
( Administrator または例：中田）で自動的に□グオンし 、 [Windows 2日0日の紹介]画面 
が表示されます。 
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* [Windows 20日日の紹介]の下部にあるチェックボックス（スタートアップ時にこの画面 
■メ t を表示）をクリックしてチェックを解除すると、次に Windows 20日0び起動したときは 

[Windows 20日日の紹介]は表示されません。 

^ [Windows 2000の紹介]画面を再表示する方ま 

。 R 夕ート] - [プ□グラム]- [7 クセサリ]-[システムツール]-[はじ创こ]をクリックする 
-次のよラなパーティシヨンび八ードディスクに作成されています。 

C ドライブ； NTFS システム 

-東たとマイク n ソフト社へのユーヴ登録を行なってください。 

ユーヴ登録〇「本節4ユーヴ登録をする」 

Windows の使いかた j 

Windows の使いかたについては、『クイックスタートガイド』、または[スタート]- 
[ヘルスをク U ックして、 『Windows のヘルプ J をご覧ください。 



電源を入れて切るまで 




感 Windows NT のセツトアップ 


Windows 2000 / NT モデルでは 、 Windows 2000び標準システムとなっています。 
Windows NT をお使いになる場合は、 U カバ U CD で Windows NT システムを復元 
してくださし、。 

Windows NT のセットアップでは、次のことを行います。 

♦ユーヴー情報の登録 
名前と組織名（省略可能）を登録します。 

♦マイク□ソフトソフトウェア使用許諾舆約書 （ Windows のライセンス）への同意 
マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意 
するかしないかを選択してください。なお、[同意する]を選択しないと 、 Windows 
を使用することはでをません。 

♦コンピュータ名の登録 

ネットワーク上でバソコンを個別に認識するためにコンピュータ名の登録を行しほす。 
コンピュータ名の付けかたは、ネットワーク管理ちにお問い合わせください。 

セットアップ終了後に、 Administrator バスワードの設定と、システム修復ディスクの 
作成を巧なってくださし、。 

防「本項 Administra 化「バスワードの設定/変更」 

「本項システム修復ディスクの作成」 

セットアップ終了後に、[コント□-ルパネル]-[日付と時刻のプ□パティ]画面の 
[曰付と時刻]タブで、パソコンの日付と時刻の設定を行なってください。 

-プ□ダクトのびバソコン本体に貼5れているラベルに印刷されていまず。 

So このラベルは、絶畑こなくさなし、でくださし、。再発行はできません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社からの保守び受け5れなくなりまず。 


60 



分セツトアップの操作手順 


次の手順に従ってセットアップを行なってください。 

I -初めて電源を入れたときと 、 Windows NT のセットアップ完了後、2回目の再起動時に、 
So セットアップイメージび正しいかを確認するために、に HKDSK 」 び実行されます。 

ファイルシステムの異常び検出されたわけではあ0ませんので、問題なくご使用いただけます。 

初めて電源を入れると、 [ Windows 2 日日日セットアップウィヴードの開始]の画面び表 
爪されます。 

^ ぶが 
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1 [Product Recovery CD-ROM Disk 1 」を CD-ROM ドライブにセット 
する 

2 電源スイッチを已秒 L ソ上押す 

電源び切れます。 

3キーボードの恒]キーを巧しなが5、電源スイッチを巧す 

TOSH 旧 A の□ゴび表示されたらに]キーを離します。 

「復元する 0 S を逞択してください」といラメッセージび表示されます。 

4 Windows NT システムを復元する 

口章3標準システムを復元する」の Windows 2000 / NT モデルの場合の手順4から操作 
を行なってください。 

復元が完了し、システムび再起動すると 、 [Windows NT セットアップ]画面が表示されまず。 



初めて電源を入れるとさ 


2章- 


電源を入れて切るまで 






5 [巧へ]ボタンをクリックする 

[使用許諾契約]画面び表示されます。 



マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書の内容をおずお読みください。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをクリックするか PgUp キー、 

PgDn I キーを使って、画面をスク□ールさせてください。なお、契約に同意しなければ、 
セットアップを続行することはでをません。 

6画面下部の[同意します]をチェック（を側の〇印をクリック）して[次 
へ]ボタンをクリックする 

-[同意しません]を選択した場含は、次にパソコンを起動したとを、最初からセットアップを 
E やり直す必要びあ0ます。 

[名前と組織名]画面が表示されます。 
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7名前と組織名を入力する 

名前は必ず入力して<ださい。組織名は省略でさます。組織名を入力するには、名前の入力 
を吕回キーを押します。 


ソち 


日本語入カシステムが起動しています。 

ひ5びなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方法は、□ーマ字入力です。 

例："なかた"または"中田"と入力する場合 
1画]とキーを押す 

"なかた"と表示されます。入カミスをした場含は、 I 目 ackSpacel キー对甲して入 
力 S スした艾字を削除します。 

2ひ5がなのままでよい場 S ホ 、 I Enter I キーを押ず 
"なかた"で確定されまず。 

漢字に変換ずる場合 聞 Space I キーを押し、目的の漢字が表示されたら、正西13 
キーを押す 

I Space I キーを押すたびに、漢字の候補び表示されます 。I Enter I キーを押すと、 

選巧した漢字で確定します。 


8 [次へ]ボタンをクリックする 


[コンピュータ名]画面び表示されます。 
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9 コンピュータ名を入力する 

コンピュータ名の付けかたに関しては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

/' -コンピュータ名を変更する場合は、セットアップ終了後に Administrator 権限で□グオン 
So し、 [] ント□-ルパネル]の[ネットワ-ク]を起動して類してくださし、。 

10 [巧へ]ボタンをクリックする 

[Windows NT セットアップ]画面が表示されます。 



一 PH W わ 





電源を入れて切るまで 







11 [完了]ボタンをクリックする 


Windows NT のセットアップが完了しました。パソコンが再起動し、[よラこそ]画面が表 
おされます。 



この画面の時斤機能の説明]、[次のヒント]などのボタンをクリックすることにより 
Windows NT の概要を知ることができます。 

Windows NT をはじめてご使用になる場合は、必ずお読みください。 

•コント□ールパネルの[曰付と時刻]アイコンをダブルク U ックし、[曰付と時刻]タブで現 
Sr 在の日付と剛の醜を確認してください。 

-[ようこそ]の下部にあるチェックボックス （Windows NT を次に起動するとをも、このダ 
<;>(ち イア□グを表示する）をクリックしてチェックを解除すると、次に Windows NT び起動し 

たときは[ようこそ]は表示されません。 

ただし、初期セットアップ完了後の最初の□グオン時には、このチェックボックスは表示さ 
れません。 

^ [ようこそ]ダイア n グボックスを再表示するちま〇 『Windows NT のヘルプ』 

-次のよラなパーティションび八ードディスクに作成されています。 

C ドライブ；約 8 G 目、 NTFS システム 

八ードディスクの残0の領域をお使いになる場合は、ディスクアドミニストレータを使用し 
て、パーティションの作成やフオー マッ トを行なってくださし、。 

ディスクアドミニストレータの詳細は 、 『Windows NT のペレプ』をご覧ください。 

-東たとマイク□ソフト社へのユーヴ登録を行なってください。 

ユーヴ登録〇 r 本節4ユーヴ登録をする」 

9 Windows の使いかた） 

Windows の使いかたについては、『ファーストステップガイド Micros 日 ft Windows 
NT W 日 rkstati 日 nj 、 または[スタート]-[ヘル: 7] をク U ックして、 『 Windows のへ 
ルプ』をご覽<ださい。 

9 Microsoft Office 。) のセットアップ CD び同個されているパソコンの場合） 

Microsoft Office の）は、じ(上の手順ではインス!ルされません。 

Windows のセットアップび終了した後に、アプ U ケーションのパッケージに同捆され 
ている説明書を参照のうえ、インス I -ールしてくださし、。 

(*1 ) Microsoft ® Office 20日日 Personal 
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2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


が1パ!化 

OXOWkmififslraLET とし了が4?ムてい* + < 
■fum 日、 jiM/JiM/jiM け化 Kn 
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ぃ口づ ，. 
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セットアップ直後の初期状態では、 Administrat 日「のパスワードは設定されていませ 
ん。次の手順に従って、パスワードを設定して<ださい。 

セットアップ作業から継続して設定する場合は、手順]と4は必要ありません。 

j パスワードは大艾字とル艾字び区別されますのでミ主意してください。 

Su 例えば、 「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワ-ドとして識別されます。 

Administrator で □ グオンする 
Ctrl 1+^+ 厄可 キーを巧ず 

[Windows NT のセキュリティ]画面が表示されます。 






4 [ちいパスワード]ボックスに、現在使用しているパスワードを入力する 

初期設定ではパスワードび設定されていないので、空欄のままにしておいてください。 
入力したパスワードは* (アスタリスク）で表示されます。 

5廝しいパスワード]ボックスに、新しく設定するパスワードを入力する 

入力したパスワードは* (アスタリスク）で表示されます。 

6廝しいパスワードの確認入力]ボックスに、同じパスワードを入力する 

入力したパスワードは* (アスタリスク）で表示されます。 



3 [パスワードの変更]ボタンをクリックする 

[バスワードの変更]画面び表示されます。 


史化、 


Q Administrator パスワードの設定/を更 
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7 [ OK ] ボタンをクリックする 

パスワードび正しく設定されると、次の画面び表示されます。 



8 [ OK ] ボタンをクリックする 

[Windows NT のセキュリティ]画面に戻ります。 

9 [キャンセ j レ]ボタンをクリックする 

新しいパスワードは、次回から有効になります。 

Q システム修復ディスクの作ぶ 

システム修復ディスクを作成しておくと、システムファイルび破損した場合に、セット 
アップび完了した直後の化態にシステムを復元することびでをます。 

2 H □あ式/1 .44 MB でフォーマット済みのフ□ッピーディスクを]枚ご用意ください。 

-システム修復ディスクを作成すると、フ□ッピーディスクに入っているデータはすべて消え 
ST てしまいます。作業の前に、フ□ッピーディスクに何も保をしていないことをご確認くださ 
い。 

1 [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

[ファイル名を指をして実行]画面び表示されます。 



2 [名前]ボックスに 「 RD 旧 K 」 と入力する 
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2 章- 2 巧めて電源を入れるとき 


3 [0 K ] ボタンをクリックする 

[修復ディスクユーテイ U テイ]画面び表示されます。 



システム修復ディスクの詳細については、[ヘルプ]ボタンをク U ックして、ヘルプをご覧< 
ださい。 

4 [修復ディスクの作成]ボタンをクリックする 

次のメッセージび表示されます。 



5 2 HD 形式/ 1.44 MB フォーマツトのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディ 
スクドライブにセットする 

6 [0 K ] ボタンをクリックする 

システム修復ディスクの作成び始まります。 

システム修復ディスクの作成び終了すると、次のメッセージび表示されます。 



7 [0 K ] ボタンをクリックする 

[修復ディスクユーティ1」ティ]画面に戻ります。 

8 [終了]ボタンをクリックする 

9フ□ッピーディスクドライブか！5、システム修復ディスクを取り出す 

システム修復ディスクは、分かりやすいよラにラベルなどを貼り、大切にな管してください。 
システム修復ディスクについて 

〇『システム修復ユーティ U ティのヘルプ』 『 Windows のヘルプ』 


電源を入れて切るまで 
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^ ユーザ登録をする 

本製品をお使いになるにあたって、ま芝とマイク□ソフト社へのユーザ登録はおず行 
なってください。登録はそれぞれ斤ラ必要びあります。登録を行わないと、今後のヴ 
ポートを受けられない場合びありまず。いずれちインターネットで登録ずる場合は、モ 
デムなどび必要です。また、インターネットをご利用になるにはプ□バイダとの契約び 
必要です。 

LAN を使ってインターネットをご利用になる場合は、ネットワーク管理ちにごお認くだ 
さい。 

〔公東芝へのユーザ登録） 

同巧されている登録はびき、またはインターネットで登録でをます。 

インターネットで登録する場合 

インターネットに接続するための設定を行なった後、次のアドレスを入力し、表示され 
た画面から登録を行ラ 

http :// www 5. toshiba . co . jp / tpmc / nkhh.htm 

マイク□ソフト社へのユーザ登録) 

同巧されている登録はびきで登録できます。 

Windows 98/2000の場合、インターネットで登録でさます。 

インターネットで登録する場合 

インターネットに接続するための設定を行なった後、次のように登録します。 

♦ 剛1 

[スタート]-[プ□グラム]-[アクセヴ U ]- [システムツール]- [ Windows へよラ 
こそ]で[今すぐ登録]をク U ックする 

♦画 

[スタート]-[プ□グラム]-[アクセヴ U ]- [システムツール]-[はじめに]で[今 
すぐ登録]をク U ックする 
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® 電源を切る 


パソコン本体の電源を切るには、次のち法かあります。 

電源を切るとさに、巧の機能を実行することびでさます。 

•シャツトダウン機能 
-スタンバイ機能 （ F 58 i fTM ) 

-休止状態 （EM ROOD ) 

これ日の機能を実行して電源を切るには、いくつかの方法びあります。 


(〇シャットダウン機能 ) 

Windows を終了して、パソコン本体の電源を切ります。 


；^スタンバイ機能^ 

* Windows NT にはこの機能はありません。 

電源を切る直前の状態をメモ U に保持する機能です。 

次に電源を入れると、切る直前の状態を再現しまず。 

休止状態に比べて、状態の再現びすばやく行われます。 

しかし、休止状態実行時よりちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けて 
お使いになることをおすすめします。 

) -スタンバイ機能を実行中にバッテ U を使い切ったとき、またはバッテ U パックを取りはずし 
Su たとさは、スタンバイ機能び無効になります。また、データび消失ずるおそれびありまず。 


(〇休止が 

* Windows NT にはこの機能はありません。 

電源を切る直前の状態を八ードディスクに保存する機能です。 

スタンバイ機能と同様に、次に電源を入れると、切る直前の状態を再現します。 
■スタンバイ、休止状態。「已章] '消費電力を節約する」 


/ 7 t \ ま意 


返) 

お關い 


Disk 〇 LED または FDD / CD-ROM 日/® LED が点口中は、電源を切ったり、 

フ□ッピーディスクドライブのイジェクトボタンや CD-ROM ドライブのイジェクト 
ボタンを巧したりしないでください。データが消失するおそれや、フ□ッピーディス 
クドライブ、 CD-ROM ドライブが壊れるおそれがあります。 

パソコン本体や周辺機器の電源は、切った後すぐには入れないでください。十分に放 
電するまで、しばらく待ってください。ム 

•必ず手順に従って電源を切ってくださし ' i 。 手順に従って電源を切5ないと、故障の原因とな 
ることびあります。 

• 周辺機器の電源は、パソコンの電源を切った後に切ってくださし、。 

•休止状態 （ oifaii ) び実行されている間は、；<モリ内容を八ードディスクに書き込ん 
だ樓に、電源び切れます。その間 、 Disk Q LED び点灯し続けます。 LED び点巧中は、 
バッテ U パックをはずした0、 AC アダプタを抜いたりしないでください。 

•スタンバイ機能 （PHI Fa 而 I )、または休止状態を設定していない場をは、データを保存 
し、アプ U ケーシヨンをすべて終了させてか日、電源を切ってください。データび消失ずる 
おそれびあります。 

• スタンバイ磯能を実行して AC アダプタを接続していない状態でバッテ U パックを取りはず 
ずと、データび消失します。 



電源を入れて切るまで 


说 






















Windows 98 の場合 



- R 夕ート]メニューから Windows 獅する（シャットダウン* 


1 データを保巧し、アプリケーシヨンを終了する 
2 [スタート]①- [ Windows の終了]⑨を選択する 

B ' 山**© 

罔が1パ*ち抑乱 rs 。。 

H ^ WOOOCK to け？じ 
③ ^Ei W WW>±ww& 礎了 " 


の^;かおを 。： J 

(表示例） 

3 [電源を切れる：!犬態にする]がチェックされていることを確認し、にロボ 
タンをクリックする 



7^ ' 

;>(ち 


この方法で電源を切るとスタンバイ機能や休止状態は実行されません。 


方法2— [スタート]メニューか6スタンバイ機能を実行する 


1 [スタート] ①- [Windows の終了]⑨を選択する 

B ぶ H ち© 

胃が]?ィ1ち班正し巧巧を 
【 3 を » 0000 < ® □ け?じ 

③^0 W 了が 

①嗦が林み。23 
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(表示例) 









2 章- 3 電源を切る 


2 [スタンバイ]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックする 


スタンバイ機能を実行して終了します。 




ホのな TW ァけす n" 

广巧5邮 . 。だおこす古ち！ 

广 SKft す1の 
r MS-DOS モードで 

I OK ] 丰 t ン田レ I A ルゴが I 


夕-スタンバイ機能を実行すると、休止状態実行時よりバッテ U の保持時間は非常に短くなりま 
—メ E す。バッテ U 駆動で使用する場合は、休止状態を使用することをおすすめします。 

方法 3- [スタート]メニユーか 5 休止が態を実行する 

あ6かじめ[コント□ールバネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休止状態を 
サポートする]をチェックして、休止状態を有効にしておさます。 

1[スタート]①-[休止状態]⑨を選択する 

休止状態を実行して終了します。 

[スタート];<こユーの項目はあらかじめインス!-ールされているアプリケーションやお客様 
の設定により異なる場合があります。 


■リ。帖こ,. 

.■鸟 * it 株 

1 7 口巧 4 の 

■ 心 

1 —* S £ もこ)一んの 

■泌"の 
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固お7,ィけ H はし t か r @ 

日吏 xocax W 。 巾い 
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ぶ J トト’を均ゴ 


: W り:わむ 
S の打了が 


(表示例) 


電源を入れて切るまで 
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O 方法 4 一電源スイッチを押す 

シャットダウン機能、スタンバイ機能、休止状態を実行でをます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティ U ティ」での設定び必要です。 

1電源スイッチを巧したときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□ールバネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを逞択し、 
[詳細]ボタンをク U ック-[動作]タブ-[電源ボタンを押したとさ]で、表示されるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を選択します。 

* [電源オフ]びシャットダウン機能です。 
省電カモードについて吃「已章]消費電力を節約する」 

•休止状態を使用するには、[コント□ールパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
E 止状態をサポートする]をチェックしてください。 

•正の+尼互キーを使用してわ、電源スイッチを巧したときに実行したい処理を設定できます。 

詳細について〇 ri 章目-正のキーを使った特殊機能キー」 

-スタンバイ機能を実行すると、休止状態実行時よりバッテ U の保持時間は非常に短くなりま 
す。バッテ U 駆動で使巧する場をは、休止状態を使用することをおすすめします。 

2電源スイッチを押す 

。方法已ーディスプレイを巧じる（パネルスイッチ機能） 

シャットダウン機能、スタンバイ機能、休止状態を実行でをます。 

あらかじめ、 r 東芝省電カユーティ U ティ」での設定び必要です。 

1ディスプレイを閉じたときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□ールバネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを選択し、 
[詳細]ボタンをクリック-[動作]タブ-[コンピュータを閉じたとさ]で、表おされるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を逞択します。 

ホ[電源オフ]びシャットダウン機能です。 
省電カモードについて皆「已章]消費電力を節約する」 

スタンバイまたは休止状態に設定した場合、ディスプレイを再び開けると、自動的に電源が 
入り、ディスプレイを閉じる直前の状態を再現します。 

•休止状態を使用するには、[コント□ールパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
f メ： E 止状態をヴポートする]をチェックしてください。 

-スタンバイ機能を実行すると、休止状態実行時よ〇バッテ U の保持時間は非常に短<なりま 
す。バッテ U 駆動で使巧する場合は、休止状態を使用することをおすすめします。 

2ディスプレイを閉じる 
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2 章- 3 電源を切る 


テータを保存し、アプリケーシヨンを終了する 
[スタート]①-[シャットダウン]②を選択する 



' d 

班化51 > 


l 1 

— 

，苗 as の * 
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み…(巧 


.1 

甘ミして…1田- 

③時 


が 州けたか 

①時 

出巧-!'を¢5ゴ； 


读示例） 


[ Windows のシャットダウン]画面で、ド□ップダウンリストか！5 
[シャットダウン]を選択し、 [ OK ] ボタンをクリックする 



巧 


がマム n な、 


しゎ 
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i ホ こ ド g_ 
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この方法で電源を切るとスタンバイ機能や休止状態は実行されません。 
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一こんなとをは 

Windows 98の場合、誤って休止状態を実行してしまったときに 、 Backspace 1^- 
でキャンセルすることびでさます。 

休止状態を実行すると、]度画面び暗くなってから;欠の画面び表示されます。 


画面び表示される前に 恒 ackSpacel キーを巧すと、 ] 度画面び暗くなってから、元の 
画面に戻ります。 

画面び表示中に I Backspace | キーを巧すと、休止状態は中断され、元の画面に戻ります。 

鄉 Windows 2000の場合 


一巧去1 - R 夕ート]メニ： I - から Windc 加 / S 猶 I 了する（シャットダウン機能) 


2 


3 


a 源を入 n て切るまで 







が。 

7? かもち!*至して Bfj の- 


か シ "IW 眉 - 

け-! ■ 6な：^ 



表示例 


.一 か6スタンバイ機能を実行する 


方ま2 —[スタ ー ト] 


[ Windows のシャットダウン]画面で、ド□ップダウンリストか！5 [スタ 
ンバイ]を選択し、 [ OK ] ボタンをクリックする 

スタンバイ機能を実行して終了します。 



1^] - [スタンバイ]を選択した場合、[コント□ールバネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブ 
f 乂モ の[休止!犬態をサポートする]びチェックされていてもスタンバイ機能び実行されます。 

•スタン(イ機能を実行すると、休止状態実行時よ D バッテ U の保持時間は非常に短くなりま 
ず。バッテ I 」駆動で巧用する場合は、休止状態を使用ずることをおずすめします。 


みぶ旁が 




2 章- 3 電源を切る 















一か6休止が態を実行する 


方ま3 —[スタ ー ト] 


拽苗夕を 


電源を入れて切るまで 







O 方法 4 一電源スイッチを押す 

シャットダウン機能、スタンバイ機能、休止状態を実行でをます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティ U ティ」での設定び必要です。 

1電源スイッチを巧したときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□ールバネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを逞択し、 
[詳細]ボタンをク U ック-[動作]タブ-[電源ボタンを押したとさ]で、表示されるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を選択します。 

* [電源オフ]びシャットダウン機能です。 
省電カモードについて吃「已章]消費電力を節約する」 

•休止状態を使用するには、[コント□ールパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブの[休 
E 止状態をサポートする]をチェックしてください。 

- [Frflf [F 司キーを使用しても、電源スイッチを巧したとさに実行したい処理を設定でさます。 

^詳細ついて〇 ri 章日- [E 团キーを使った特殊機能キー」 

-スタンバイ機能を実行すると、休止状態実行時よりバッテリの保持時間は非常に短くなりま 
す。バッテ U 駆動で使巧する場含は、休止状態を使用することをおすすめします。 

2電源スイッチを押す 

。方法己ーディスプレイを巧じる（パネルスイッチ機能） 

シャットダウン機能、スタンバイ機能、休止状態を実行でをます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティ U ティ」での設定び必要です。 

1ディスプレイを閉じたときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□ールバネル]-[まち省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを還択し、 
[詳細]ボタンをクリック-[動作]タブ-[コンピュータを閉じたとさ]で、表おされるメ 
ニューから実行したし鄉理 * (機能）を逞択します。 

* [電源オフ]びシャットダウン機能です。 
省電カモードについて吃「已章]消費電力を節約する」 

スタンバイまたは休止状態に設定した場合、ディスプレイを再び開けると、自動的に電源が 
入り、ディスプレイを閉じる直前の状態を再現します。 

•休止状態を使用するには、[コント□ールパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
f ソ亡 止状態をヴポートする]をチェックしてください。 

-スタンバイ機能を実行すると、休止状態実行時よりバッテ U の保持時間は非常に短くなりま 
す。バッテ U 駆動で使巧する場をは、休止状態を使用することをおすすめします。 

2ディスプレイを閉じる 
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2 章- 3 電源を切る 


W け' El ■否—てホ寸ち） 



I 'かトト 

读ぉ例) 

3 [コンピュータをシャットダウンする]がチェックされているか ii 崔 IS して 
[はい]ボタンをクリックする 




データを保巧し、アプリケーシヨンを終了する 
[スタート]①-[シャットダウン]⑨を選択する 




出 51■ 占で WT - I けか ^ 

P な VWE>w 卜巧计化 I 
r IiL'j IftBlUBTtiK? 

で. 口ン jH が了し □ 了す 3 す 


in げ 


…お」 


读 Windows NT の場合 

I 参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参 

。 R 夕ート]メニューから Windows 礫了する（シャットダウン機能) 


H"™*™ み W 卜巧 : ■■ 


苗み巧 
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電源を入れて切るまで 
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オンライン 7 ニュアルの起動 

本製品には、取扱説明書の他に、オンラインマニュアルびプレインストールされていま 
す。便利な設定やプレインス I -ールされているアプ1」ケーシヨンの使いかたなどは、才 
ンラインマニュアルをご覧ください。 

オンラインマニュアルの起動ち法は、次のとおりです。 

1パソコン本体の電源を入れる 

「本章]電源を入れる」 

Windows 画面が表示されます。 

2 [スタート]①-[オンラインマニュアル]②をクリックする 

オンラインマニュアルび起動します。 

表示の内容はあらかじめインス I ルされているソフトやお客様の設定により異なります。 

* 画面は Windows 98の表示例です。 

•デスクトップ上にある[オンラインマニュアル]アイコンをダブルク U ックしても、オンラ 
ち インマニュアルを起動することびできます。 
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オンラインマニュアルを起動すると、次のよラな目次び表示されますので、その内容を 
圏をに説明します。 

オンラインマニュアル中の表示記号、ユーヴ登録などについて 
オンラインマニュアルの使いかたについて 
本製品に用意されているさアプ U ケーシヨンについて 
本製品をいろいろなことにま用するち法について 
操作に行き詰まったときに、トラブルを解消するち法について 
製品の仕様について 

巧っておいたちび良いパソコン関係の用語について 



[検索]タブで行います。 

[検索]タブ . 探したい語句を入力し、その語句び含まれるページをすべて 

検索します。 


はじめに 

g ンライン 7 ニュ乃レの使いかた 
ソフトウェア 
~こんなことびしたし 、~I 
~困ったとさは~ 
I 付録 

I 1 SS 


.アルの内容 


電源を入れて切るまで 
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